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2007年度から共通教育（教養科目）で「双方向遠隔授業
システム」（以下、双方向システムと略）を使った授業を行
っています。科目は、文京キャンパスでは共通教育の「社会
学Ｂ」として以前から開いているもので、これを双方向シ
ステムを使って松岡キャンパスにも同時に送信し、松岡の
学生さんには医学部の教養科目の「社会学」として受講して
もらうという仕組みです。受講者は各キャンパス50名前後、
教室は文京が総大2講、松岡が中１講を使っています。本来、
北陸地区の国立大学間での遠隔授業実施のために整備され
た双方向システムですが、教養教育におけるキャンパス間
の協力を進める一つの方法としてもシステムの活用が模索
されました。その折たまたま教養教育関係の全学WGのメン
バーだったからでしょう、双方向システムによる教養科目
開講（試行）が私に打診されました。情報機器の活用に長け
ているわけでも、タレント性があるわけでも決してないの
にお引き受けしたのは、キャンパス間交流に多少ともお役
に立てればという気持ちと、双方向システムへのちょっと
した興味からでした。
2007年度と2008年度の2回、実際に授業を行ってみ
て、遠隔授業の一定の利便性や有用性を実感する一方で、
大学の授業として、私のような形でこのシステムを利用す
る場合、困難や課題はやはり色々あるものだと感じていま
す。特に痛感しているのは、臨場感や双方向性に関わる問
題です。逆にいえば、教室での対面口頭コミュニケーショ
ンの凄さを再認識させられたのですが、ここでは臨場感に
関わる問題に関して少し書かせていただきます。
テレビ画面越しに授業を受けている松岡の学生さんの感
想には、「文京の授業を傍観している」という感覚が強く、
臨場感や緊張感が乏しいという内容のものがかなりありま
した。これは、文京の授業を松岡に同時送信するという現
在のやり方を変えない限り根本解決は難しい面があります
が、実際にやってみた感じから言うと、送信する授業画面
の「つまらなさ」ということも大きな要因ではないかと思わ
れます。私の授業内容のつまらなさ、しゃべりの下手さも
あるでしょうが、ここは双方向システムの問題なので、あ
えて棚上げしておきます。「つまらない」というのは、天井
に取付けられたカメラが機械的に映し出すカメラワークの
まったくない画面のことです。解像度は防犯カメラより優
れていますが――とはいえ、黒板にちょっとでも小さい字
を書くと見づらいと文句が出ます――、ズームもパーンも
カメラの切り替えも何もない、防犯カメラのごとき画面で、
黒板を背景に風采のあがらない教師がしゃべっている様子
をただ観ているだけで面白いわけがありません。ちなみに、
今ではネット上で国内外の種々の講義が公開されYou
Tube等で視聴できるようになっていますが、その多くも、
カメラワークがまったくないか、あったとしても非常にお
粗末なもので、映像として視聴に耐えるものは非常に少な
いように思います。
しゃべるだけでは飽きられるだろうとある程度は予想し
ていたので、この授業では毎回、新聞記事などの資料の他
に、テーマに関連したテレビ番組などを資料映像として
10～15分程度見せるようにしましたが、これは概して学
生には好評で、当然とはいえプロが作った映像の質の高さ
や訴求力の強さを再認識させられます。
授業の映像としての質を本気で高めようとすれば、より
充実した設備と何より専門スタッフが不可欠と思います
が、それは望むべくもないでしょう。しかし、現状の授業
画像はあまりに寒すぎます。せめて、固定カメラの他に、
人が動かせるカメラがあって、例えばＴＡに、もう少し動
きのある映像を撮ってもらい、場面に応じて適宜固定カメ
ラと切り替えるといったことが可能であって欲しいと思い
ます。というのも、現状では、カメラは固定で機械的に講
師を撮影するだけで、講師の動きを追ってはくれません。
教壇を離れて学生に近づき話しかけようとすれば、画面か
ら消えてしまいます。互いの教室の学生さんの様子はモニ
ターに映すことはできますが（ただし大型モニターの増設
が必要）、これも固定カメラで、「全景」画面になるとまる
で防犯カメラ画像です……これらを解消しないとなかなか
臨場感は出てこないと思うからです。
こうした点での改善を望みつつ、しかし改善されなけれ
ば現状でいいというわけにもいかないので、別の面での工
夫（授業への参加度を上げる等）を加えつつ、いましばらく
「試行」を続けてみようと思っています。
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